
昨(2017)年は、さいたま市長選(5月)、衆院選(10月)と大きなイベントが続い
た。残念ながら、いずれの投票率も芳しくはなかった。わけても、市長選における
投票率は31.44%と、最低を更新する値であった。
市長選の投票率を年齢別に検討すると、留意すべき二つの傾向が浮かび上が

る。先ず、10代、20代の若者を取り上げたい。18歳については32.45%で、全体
平均をはじめ30代(23.39%)、40代(29.08%)をも上回ったものの、19歳になる
と、19.73%と急降下し全体平均を大きく下回った。さらに、20代に関しては
16.44%で、全年代中最低である。

市長選時、すなわち、2017年の19歳は、2016年参院選時の18歳に相当する。当該18歳の投票率は
60.24%と、全体平均の53.58%のみならず、50代(60.12%)をも上回る高率であった。わずか1年後の
19.73%への急落には、いささかの戸惑いを禁じ得ない。せっかく高投票率でスタートしたにもかかわらず、最
初の一回限りで息切れではあまりにもったいない。
中高年層の投票率に目を転ずれば、70代と80歳以上との間の相違が顕著である。男女に分けて詳しく見る

と、女性の70代(44.49%)と80歳以上(24.96%)の間に、約20ポイントという大きな相違が存在する。80歳
以上の女性の投票率は、同じ80歳以上の男性(41.32%)と比べても、非常に低い値である。高齢女性の中に、
(投票しようという)意図はあっても投票のままならない、いわゆる投票弱者の人たちが、相当数存在することが
示唆されよう。
若者と高齢者、投票率の低落する事情は異なるものの、政治参加の課題は「継続は力なり」。これに尽きる。

さいたま市明るい選挙推進協議会
会長　松本　正生

継続は力なり

平成29年 5月21日 執行「さいたま市長選挙」の年代別投票率
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●政治家は有権者に寄附を贈らない！
●有権者は政治家に寄附を求めない！
●政治家から有権者への寄附は
　受け取らない！

研究集会を行いました!
さいたま市・各区の明るい選挙推進協議会の会員

約40名が集まり、研究集会を行いました。
今回のテーマは「投票率の向上について～効果的

な啓発活動を話し合おう～」としました。白熱したグ
ループ討議が繰り広げられました。

　政治家や政治家の後援団体が、選挙
区内の人や団体に対して寄附をするこ
とは、罰則をもって禁止されています
（政党に対するものなどは除く）。
　また、有権者が、政治家に対して寄附
を求めることも禁止されています。

　さいたま市明るい選挙推進協議会広報委員（ ◎…委員長　○…副委員長 ）
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明るい選挙

この活動の目的は？　
　①選挙違反のないきれいな選挙を行うこと
　②有権者がこぞって投票に参加すること
　③有権者が普段から政治と選挙に関心をもち、候補者の人物や政見、政党の政策などを見る目を養うこと
明るい選挙とは？　
　有権者が主権者としての自覚を持って進んで投票に参加し、選挙が公明かつ適正に行われ、私たちの意思
が政治に正しく反映される選挙をいい、明るい選挙推進運動は、特定の政党、政策、候補者を支持したり、
反対したりする政治活動や選挙運動とは、はっきり区別されるものです。

進学や就職などで引っ越したら住民票を移しましょう！

寄附禁止のルールを守って、明るい選挙を実現しましょう！

18歳 19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 計
平成21年 22.68 31.90 40.13 48.56 60.59 54.08 42.78 
平成25年 19.90 28.25 34.47 41.47 50.79 50.50 37.98 
平成29年 32.45 19.73 16.44 23.39 29.08 34.21 41.12 40.97 31.44 

単位（％）

さいたま市明るい選挙推進協議会は、
明るい選挙を推進するための活動を行っています。

左のグラフと下の表は、直近3
回のさいたま市長選挙の投票率
を示しています。投票率が低下傾
向にあることがわかります。他の
選挙と同様に、20代をはじめと
した若年層の投票率が低くなっ
ています。
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研究集会の様子
平成29年11月26日（日曜日）13時30分から
浦和コミュニティセンター第15集会室にて

討議風景

オリエンテーション

発表シーン



小学校の部小学校の部

八城　結衣さん
土合小学校 4年（桜区）

柳田　優水さん
仲町小学校 5年（浦和区）

日山　瑠梨さん
浦和大里小学校 5年（南区）

上倉　美颯さん
日進小学校 6年（北区）

伊藤　智弥さん
大戸小学校 6年（中央区）

高等学校の部高等学校の部

臼井　理紗さん
大宮北高校 1年（北区）

染谷　綾花梨さん
大宮北高校 1年（北区）

田邉　千穂子さん
大宮北高校 1年（北区）

笹谷　雄馬さん
大宮工業高校 3年（北区）

小学校、中学校、高等学校合わせて993作品の応募がありました。
各区における第1次審査を通過した118作品について、さいたま市明るい選挙推進協議会委員が審査を行い、次の18作品が、

さいたま市入選となりました。さらに県の審査で2作品が入選しました。

平成29年度明るい選挙啓発ポスターコンクール
小学校、中学校、高等学校、一般の部、合わせて4,339作品の応募があり、さいたま市選挙管理委員会委員、さいたま市明るい
選挙推進協議会委員による選考の結果、次のとおり最優秀賞1作品、優秀賞19作品が決定しました。

第13回明るい選挙啓発標語コンクール

中学校の部中学校の部

（学年・氏名非公開）
宮原中学校（北区）

畠中　悠衣さん
 土呂中学校 1年（北区）

伊藤　里紗さん
 第二東中学校 1年（大宮区）

山田　瑞希さん
 大成中学校 1年（大宮区）

瀧田　妃愛さん
宮原中学校 2年（北区）

佐々木　秀さん
植竹中学校 2年（北区）

大水　一真さん
土合中学校 2年（桜区）

長岡　花奈さん
本太中学校 3年（浦和区）

皆川　由樹さん
大宮光陵高校 1年（西区）

人を描くのが苦手で、人の動いている
様子を自然に描くのが難しかった。

作品を作る上で苦労した点を教えてください。

テーマに電車を取り入れ、目にとまるも
のがいいと思い作成した。

どういったイメージで作成しましたか？

本太中学校3年　長岡　花奈さん
ながおか か　な

平成29年11月26日（日）に、平成29年度さいたま
市明るい選挙啓発ポスターコンクールの入選者と、第
13回さいたま市明るい選挙啓発標語コンクールの最
優秀賞受賞者をお招きして、表彰式を行いました。こ
れらのコンクールの選考には、さいたま市・区明るい選
挙推進協議会の委員も参加しました。

県入選 県佳作

県入選 県佳作

日本は若者の投票率が低いので、どういう言葉が入っていればそういう人たちの心に
響くのかを考えてつくった。

どのような思いで、作品をつくったか？

正直ビックリした。賞を取れて嬉しい。

最優秀賞を受賞した感想は？ 大成中学校3年　竹野　晃広さん
たけの あきひろ
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最　優　秀　賞　作　品 氏　　名 学校所在地 学校名・学年

良い国も　住みよい社会も　まず一票 竹野　晃広さん 大宮区 大成中学校・3年

優　秀　賞　作　品 氏　　名 学校所在地・居住区 学校名・学年等
■ 小学校の部

行かないの　その一票で　変わるかも 関根 　遥貴さん 見沼区 大砂土東小学校・5 年

一票で　未来を選ぶ　仲間入り 古谷 　咲季さん 南　区 南浦和小学校・5 年

見極めよう　大事な一票　たくすひと 石井 慎之助さん 桜　区 神田小学校・6 年

20歳（はたち）じゃない　18からだ　選挙権 渡辺 元太朗さん 大宮区 大成小学校・6 年

良いまちへ　つなげるための　その一票 渡口 　和奏さん 見沼区 大砂土東小学校・6 年

大事だよ　明るい未来に　その一票 佐藤 　　歩さん 見沼区 大砂土東小学校・6 年

選挙権　世界が変わる　魔法の券 宮田　 來愛さん 見沼区 島小学校・6 年

投票日　明るい未来が　動きだす 楠　 あかりさん 見沼区 島小学校・6 年

人任せ　貴重な一票　無駄にする 佐々木 龍吾さん 北　区 大砂土小学校・6 年

■ 中学校の部

めざそうよ　全員投票　全員参加 東 　　柚花さん 緑　区 尾間木中学校・1 年

あの人に　期待を込めた　この1票 三角 　天音さん 緑　区 尾間木中学校・1 年

生かそうよ　僕らの大事な　この一票 中島 　　陸さん 桜　区 土合中学校・1 年

踏み出そう　政治参加の　第一歩 紺野 さくらさん 緑　区 三室中学校・2 年

めんどいな　それが変われば　未来が変わる 高居 　凌汰さん 北　区 日進中学校・2 年

その意見　発信しようよ　投票で 田中 　雅大さん 南　区 埼大附属中学校・2 年

選挙権　行く先決める　未来の切符 星 　　大貴さん 南　区 岸中学校・3 年

必要です　一人一人の　その一票。 合田 　太一さん 西　区 馬宮中学校・3 年

投じよう　一票入魂　ストライク 山本 　達朗さん 浦和区 浦和中学校・3 年

■ 一般の部

家族みんなで投票所　子供のころから　見せておく 森田 亜沙美さん 南　区 一　般
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示唆されよう。
若者と高齢者、投票率の低落する事情は異なるものの、政治参加の課題は「継続は力なり」。これに尽きる。

さいたま市明るい選挙推進協議会
会長　松本　正生

継続は力なり

平成29年 5月21日 執行「さいたま市長選挙」の年代別投票率
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●政治家は有権者に寄附を贈らない！
●有権者は政治家に寄附を求めない！
●政治家から有権者への寄附は
　受け取らない！

研究集会を行いました!
さいたま市・各区の明るい選挙推進協議会の会員

約40名が集まり、研究集会を行いました。
今回のテーマは「投票率の向上について～効果的

な啓発活動を話し合おう～」としました。白熱したグ
ループ討議が繰り広げられました。

　政治家や政治家の後援団体が、選挙
区内の人や団体に対して寄附をするこ
とは、罰則をもって禁止されています
（政党に対するものなどは除く）。
　また、有権者が、政治家に対して寄附
を求めることも禁止されています。

　さいたま市明るい選挙推進協議会広報委員（ ◎…委員長　○…副委員長 ）

◎ 馬場　洋三　　○ 新谷　健生　　・古賀　宏子　　・米山　昌治　　・大河戸　千鶴子　　・浅利　早苗

さいたま市

推進協議会推進協議会たよりたより

第14号(平成30年2月)
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さいたま市明るい選挙推進協議会
協力
さいたま市選挙管理委員会
さいたま市浦和区常盤６丁目４番４号
TEL 048-829-1773

さいたま市選挙キャラクター
みらいクン

さいたま市選挙キャラクター
みらいクン

明るい選挙

この活動の目的は？　
　①選挙違反のないきれいな選挙を行うこと
　②有権者がこぞって投票に参加すること
　③有権者が普段から政治と選挙に関心をもち、候補者の人物や政見、政党の政策などを見る目を養うこと
明るい選挙とは？　
　有権者が主権者としての自覚を持って進んで投票に参加し、選挙が公明かつ適正に行われ、私たちの意思
が政治に正しく反映される選挙をいい、明るい選挙推進運動は、特定の政党、政策、候補者を支持したり、
反対したりする政治活動や選挙運動とは、はっきり区別されるものです。

進学や就職などで引っ越したら住民票を移しましょう！

寄附禁止のルールを守って、明るい選挙を実現しましょう！

18歳 19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 計
平成21年 22.68 31.90 40.13 48.56 60.59 54.08 42.78 
平成25年 19.90 28.25 34.47 41.47 50.79 50.50 37.98 
平成29年 32.45 19.73 16.44 23.39 29.08 34.21 41.12 40.97 31.44 

単位（％）

さいたま市明るい選挙推進協議会は、
明るい選挙を推進するための活動を行っています。

左のグラフと下の表は、直近3
回のさいたま市長選挙の投票率
を示しています。投票率が低下傾
向にあることがわかります。他の
選挙と同様に、20代をはじめと
した若年層の投票率が低くなっ
ています。

投
票
率
（
％
）
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研究集会の様子
平成29年11月26日（日曜日）13時30分から
浦和コミュニティセンター第15集会室にて

討議風景

オリエンテーション

発表シーン


